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࡟ࡵࡌࡣ
整ഛࢫࣃࣥࣕ࢟௒ᅇの調査は、奈良県❧་⛉大Ꮫの᪂ࠉ

にకいおこ࡞いました。調査地は、᷃原ᕷ四条町にᡤᅾ

します。

ᩥ⦕、周㎶ではこれまでに、藤原京期の遺ᵓとともにࠉ

時代～中ୡの遺ᵓが☜ㄆされ、慈明寺遺跡、四条ࣀࢼࢩ

遺跡、ᑠἨᇽ遺跡として周▱されています。

令࿴ඖ年ᗘの調査は、㸯༊～４༊までの調査を⾜うணࠉ

定で、⌧地ㄝ明఍をおこ࡞う㸰༊の調査は令࿴ඖ年５月

７日から㛤始し、⌧ᅾも⥅⥆中です。

Ⓨ掘調査のᡂᯝ
遺ᵓとして、藤原京の遺ᵓ、弥生時代前期の遺ᵓ࡞୺ࠉ

を☜ㄆしました。

࠙藤原京ࠚ

༡໭溝㸯は、༡໭᪉ྥの⣲掘り溝で、᳨出㛗⣙ࠉ ��㹫、

᳨出ᖜ⣙ ���㹫、῝さ⣙ ���㹫です。༡໭溝㸰も、༡໭

᪉ྥの⣲掘り溝で、᳨出㛗⣙ ��㹫、ᖜ⣙㸯㹫、῝さ⣙

���㹫です。༡໭溝㸯࣭㸰の溝ᚰࠎ㛫㊥㞳は ��㹫で、᳨

出位置から、それࡒれ藤原京す八ᆓ大㊰の東側溝࣭す側

溝と᥎定されます。

掘❧ᰕ建物㸯は、᱆⾜５㛫、ᱱ⾜㸰㛫の㌟⯋で༡໭୧ࠉ

㠃にᗪがつきます。ᰕ掘᪉のᖹ㠃ᙧには、直ᚄ ��� ～㸯

㹫前ᚋの෇ᙧ、一㎶㸯㹫前ᚋの㝮୸᪉ᙧ、㛗㎶⣙ ���㹫࣭

▷㎶⣙ ���㹫の㝮୸᪉ᙧのものがあり、ࡰ࡯඲てのᰕ✰

でᰕ⑞跡を☜ㄆすることができました。ᰕ㛫は᱆⾜ ���

㹫（㸷ᑻ）、ᱱ⾜ ���㹫（㸷ᑻ）、ᗪ ���㹫（㸷ᑻ）です。᰿

石やᮌ製の♏ᯈを☜ㄆしたᰕ✰もあります。

⾜掘❧ᰕ建物㸰は、掘❧ᰕ建物㸯の༡側で☜ㄆした᱆ࠉ

㸱㛫、ᱱ⾜㸰㛫の掘❧ᰕ建物です。ᰕ掘᪉のᖹ㠃ᙧには、

㛗㎶ ��� ～ ���㹫࣭ ▷㎶㸯㹫前ᚋの㝮୸᪉ᙧのもの、一

㎶㸯㹫前ᚋの㝮୸᪉ᙧのものがあり、ṧᏑ῝は ��� ～

���㹫⛬ᗘです。掘❧ᰕ建物㸯よりᰕ✰の規模がやや大

きいといえます。ᰕ㛫は、中㍈の᱆⾜が ���㹫（�� ᑻ）、

それ以እの᱆⾜が ���㹫（㸷ᑻ）、ᱱ⾜が ���㹫（㸷ᑻ）で

あり、᰿ᕳ石がṧᏑするᰕ✰もあります。

❧掘❧ᰕ建物㸱は、掘❧ᰕ建物㸯の໭᪉で☜ㄆした掘ࠉ

ᰕ建物で、᱆⾜４㛫以上、ᱱ⾜㸰㛫の掘❧ᰕ建物です。

ᰕ掘᪉のᖹ㠃ᙧは、直ᚄ㸯㹫前ᚋの㝮୸᪉ᙧで、ᰕ㛫は

᱆⾜が ���㹫（㸷ᑻ）、ᱱ⾜が ���㹫（�� ᑻ）です。

ࡪ掘❧ᰕሟは、調査༊༡➃で☜ㄆした東す᪉ྥに୪ࠉ ��

ᇶのᰕ✰ิで、す側で掘❧ᰕ建物㸰に取り௜きます。ᰕ

掘᪉のᖹ㠃ᙧは、一㎶ ���㹫前ᚋの෇ᙧもしくは㝮୸᪉

ᙧを࿊し、῝さは ���㹫⛬ᗘのものがከいです。

஭戸㸯は、掘᪉のᖹ㠃ᙧែが直ᚄ㸱㹫の෇ᙧで、஭戸ࠉ

ᯟは一㎶ ���㹫のṇ᪉ᙧです。᭱下ẁはゅᮦをṇ᪉ᙧに

一ẁ分配置し、その上にはᶓᯈのᯟᮦが㸰ẁ分ṧってい

ました。஭戸ᗏ㒊で一㎶ �� ੉⛬ᗘの石を౑⏝した石ᩜ

きがあります。この他、஭戸㸰ᇶ（஭戸㸰࣭ 㸱）がぢつかっ

ています。

࠙弥生時代前期ࠚ

溝４はᖜࠉ ��� ～ ���㹫、῝さ ��㸯㹫⛬ᗘの溝、溝５は、

ᖜ㸯～㸰㹫、῝さ⣙ ���㹫の溝で、༡東から໭すにྥࡅ

てのࡧます。溝㸴は、ᖜ ��� ～㸱㹫、῝さ⣙㸯㹫の溝で、

調査༊༡東から໭へとのࡧます。調査༊໭᪉で溝７と᭱

も᥋㏆し、溝ᚰࠎ㛫㊥㞳が㸱㹫に࡞ります。溝７はᖜ

��� ～㸰㹫、῝さ⣙㸯㹫の༡໭にのࡧる溝で、調査༊༡

᪉で東側に᭤がり、落ࡕ㎸ࡳ（㇂≧遺ᵓ）に取り௜きます。

溝５～溝７からは弥生土器の他、↝土、Ⅳ、流紋岩の石ሢ、

石庖丁の未製品࡝࡞が出土しました。

、ࡧは、༡東から໭東᪉ྥにの（遺ᵓ≦㇂）ࡳ㎸ࡕ落ࠉ

༡すにྥかって㇂を࡞す落ࡕ㎸ࡳで、弥生土器をྵむሁ

✚土をᖜ㸱㹫以上、῝さ㸯㹫⛬ᗘ☜ㄆしました。溝７と

ྠ時期にᶵ能したと考えられ、落ࡕ㎸ࡳがᇙまったᚋも、

いくつかの流㊰が㔜࡞るようにᙧᡂされていました。

。その他、溝４～７の内እで土ᆙをᩘ十ᇶ☜ㄆしましたࠉ

ࡵ ࡜ ࡲ
藤原京ྑ京五条九坊東北坪のᏯ地฼⏝࡚࠸ࡘ࡟

掘❧ᰕ建物㸰は掘❧ᰕሟが取り௜くことから、㛛の⵹ࠉ

然性が高いといえます。また、໭側に位置する掘❧ᰕ建

物㸯と掘❧ᰕ建物㸰の中㍈はややࡎれていますが、ṇẊ

と㛛である可能性が高いと考えられます。さらに、掘❧

ᰕ建物㸱はṇẊの໭側に位置するᚋẊであると考えられ

ます。掘❧ᰕ建物㸯࣭㸰の中㍈は、す八ᆓ大㊰の㐨㊰ᚰ

からすに ����㹫を り、右京五条஑ᆓ東໭ᆤの中㍈⥺よ

りやや東にあたり、そのやや༡ᐤりに掘❧ᰕ建物㸯がᡤ

ᅾすることから、右京五条஑ᆓ東໭ᆤは㸯町占地である

可能性が高いといえます。

弥生時代前期ࡿࡅ࠾࡟溝のホ౯࡚࠸ࡘ࡟

て᭤⥺をᥥく弥生時代前期の４条ࡅ༡東から໭側にむࠉ

の溝は、ᖹ㠃ᙧែやᇙ土のあり᪉、遺物の出土≧ἣ࡝࡞

から、ேⅭⓗに掘られた溝であり、環濠の可能性が高い

とホ౯できます。調査地の໭す⣙ ���㹫の地Ⅼには四条

遺跡がᡤᅾし、弥生時代前期中ⴥ～中期前ⴥの環ࣀࢼࢩ

濠を㸰条☜ㄆしています。調査で☜ㄆした溝は、四条ࢩ

遺跡の環濠よりも古く、弥生時代前期前半というẚࣀࢼ

㍑ⓗ▷期㛫にᶵ能した環濠であった可能性が高いといえ

ます。畝傍山の໭㯄で大࿴におࡅる弥生時代᭱古の環濠

集落の一つを᪂たに☜ㄆすることができました。



調査地

五条九坊東北坪 五条八坊西北坪推定西八坊大路

弥生時代前期前半の溝４～７は、
調査地の東側に想定される居住
地の周囲に掘削された環濠であ
る可能性が高く、慈明寺遺跡の
弥生時代の集落は、奈良県内で
もっとも古い時期に営まれた環
濠集落の一つということができ
るでしょう。
溝５～７からは、弥生土器の他、
畝傍山で採取できる流紋岩や石庖
丁の未製品も出土しており、米作
りを始めた時期に、流紋岩を加工
して石庖丁を製作した集団が生活
していたと考えられます。

藤原京のこの一町占地の宅地
は、『日本書紀』持統五年十二
月八日条「右大臣に賜う宅地四
町。直廣貳より以上には二町。
大参より以下には一町。勤より
以下、無位に至るまでは、その
戸口に随はむ。その上戸には一
町。中戸には半町。下戸には四
分之一。王等もこれに准へ
よ。」という宅地班給に関する
記載と、建物の規模や整然とし
た配置から、直大参（大宝令の
五位に相当）以下の貴族の宅地
であった可能性が高いといえま
す。
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